
自
主
自
活
の
女
性
育
成
を
校
是
に

　
満
都
学
園
立
ち
上
げ
の
記

　
　
　
　
相
良
範
子
著
「
Ｍ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
よ
り

三
重
野
　
勝
　
人

は
じ
め
に

　
別
府
市
に
は
、
郷
土
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
高
等
教
育
機
関
が
二
枚
あ

る
。
別
府
大
学
と
溝
都
学
園
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
新
た
に
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
が
加
わ
っ
て
別
府
市
も
学
園
文
化
都
市

と
し
て
の
雰
囲
気
を
醸
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
前
記
二
校
誕

生
ま
で
の
苦
闘
の
歴
史
を
振
り
返
る
の
も
学
園
文
化
都
市
別
府
発
展
の

た
め
に
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
ず
は
満
都
学
園
の
草
創
の
歴
史

を
相
良
範
子
理
事
長
の
著
書
「
Ｍ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｙ
～
自
主
自
活
で
き
る
子
女

の
育
成
を
目
指
し
て
～
」
に
基
づ
き
辿
っ
て
み
よ
う
。

一

高
等
技
芸
学
校
創
設
と
溝
部
ミ
ツ
吊
・

溝
邦
家
と
溝
邦
ミ
ツ
エ
の
生
い
立
ち

　
学
園
創
立
に
っ
い
て
は
相
良
範
子
が
「
学
校
法
人
溝
部
学
園
は
、
母

ミ
ツ
エ
が
昭
和
二
十
一
年
に
創
立
し
た
別
府
高
等
技
芸
学
校
に
始
ま
り
」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
範
子
の
母
、
溝
郡
ミ
ツ
エ
が
戦
争
直
後
の
昭

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
別
府
高
等
技
芸
学
校
を
創
立
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

　
溝
郡
ミ
ツ
エ
は
、
明
治
三
十
三
年
御
越
町
（
現
亀
川
）
の
溝
郡
四
一
、

セ
イ
夫
妻
の
二
女
と
し
て
誕
生
し
た
。
溝
郡
家
は
、
「
紀
家
を
祖
先
と

す
る
名
門
の
家
柄
」
と
さ
れ
る
が
、
豊
岡
に
三
五
町
歩
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
上
地
、
亀
川
に
二
七
軒
の
貸
家
を
持
ち
、
当
時
四
一
は
、
速
見
部
会

議
員
を
務
め
、
ま
た
御
越
銀
行
の
大
株
主
で
も
あ
っ
た
。

　
ミ
ツ
エ
は
、
長
じ
て
日
出
実
科
高
等
女
学
校
（
後
日
出
高
等
女
学
校
・

現
場
谷
局
校
）
を
卒
業
後
、
東
京
九
段
の
和
洋
女
子
専
門
学
校
（
当
時

和
洋
裁
縫
女
学
校
・
現
和
洋
女
子
大
学
）
に
進
学
し
た
。
当
時
女
子
が

高
等
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
は
稀
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ま
も
な
く
姉
の
死
で
中
退
し
帰
郷
、
石
垣
小
学
校
に
教
鞭
を
と
り
、
結

婚
で
退
職
し
た
。

一
家
倒
産
・
離
婚
と
ミ
ツ
エ
の
人
生
選
択

　
昭
和
四
年
の
世
界
恐
慌
の
波
及
に
よ
っ
て
御
越
銀
行
が
倒
産
し
た
こ

と
が
一
家
の
運
命
を
大
き
く
変
え
た
。
ミ
ツ
エ
は
離
婚
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
一
子
範
子
を
残
し
て
再
度
、
和
洋
女
子
専
門
学
校
の
門
を
た
た
く

こ
と
に
な
っ
た
。
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「
教
育
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
術
の
資
産
は
、
他
人
か
ら
差
し
押

さ
え
ら
れ
た
り
、
他
人
が
特
っ
て
い
こ
う
と
し
て
も
特
っ
て
行
け
る
も

の
で
は
な
い
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
が
何
か
あ
っ
て
∵
人
に
な
っ

て
も
、
生
活
が
で
き
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
考
え

た
こ
と
が
再
挑
戦
の
動
機
で
あ
っ
た
と
い
う
。
離
婚
と
倒
産
が
ミ
ツ
エ

に
決
意
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
別
府
高
等
技
芸
学
校
創
設

の
原
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ミ
ツ
エ
は
、
和
洋
女
子
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
京
都
府
立
女
子
専
門

学
校
の
教
授
と
し
て
教
職
に
携
わ
っ
た
が
、
敗
戦
に
よ
り
学
校
が
休
校

と
な
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
年
郷
里
亀
川
に
帰
郷
し
た
。

　
「
自
主
自
活
す
る
女
性
の
育
成
」
を
目
指
し
別
府
高
等
技
芸
学
校
創
設

　
ミ
ツ
エ
の
帰
郷
が
知
れ
る
と
、
か
つ
て
の
教
え
子
た
ち
が
「
先
生
、

洋
裁
・
和
裁
を
教
え
て
下
さ
い
」
と
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
の

こ
と
と
て
、
戦
争
未
亡
人
や
生
活
苦
に
何
と
か
活
路
を
見
出
し
た
い
と

願
う
女
性
た
ち
も
加
わ
り
、
そ
の
教
は
た
ち
ま
ち
四
〇
人
を
超
え
た
。

こ
の
た
め
現
住
居
で
は
手
狭
に
な
り
、
湯
の
森
か
ら
廬
門
神
社
の
下
に

あ
っ
た
炭
鉱
主
、
宮
田
氏
所
有
の
別
荘
（
三
〇
〇
坪
）
を
購
入
し
、
そ

こ
に
移
転
し
た
。

　
裁
縫
技
術
習
得
を
願
う
女
性
の
増
加
す
る
の
を
目
前
に
し
た
ミ
ツ
エ

は
、
「
生
徒
達
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
京
都
に
戻
る
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
、
京
都
府
立
女
専
教
授

の
地
位
を
捨
て
る
こ
と
を

決
断
し
た
。

　
こ
こ
に
、
女
性
に
技
術

を
習
得
さ
せ
、
「
自
主
自
活

す
る
女
性
育
成
」
を
目
標

と
す
る
、
別
府
高
等
技
芸

学
校
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
時
に
、
昭
和
二

十
一
年
四
月
吉
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

物
不
足
の
中
の
ス
タ
ー
ト

自宅（旧宮田別荘）を開放した別府高等技芸学校

　
校
舎
は
自
宅
、
‘
机
は
長
机
、
材
料
は
足
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
ワ
ッ

ペ
ン
を
刺
繍
で
作
っ
た
り
、
着
物
を
と
い
て
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
に
直
す

な
ど
の
工
夫
を
す
る
。
貧
し
い
農
家
の
生
徒
に
は
、
月
謝
を
野
菜
や
米

で
納
め
る
こ
と
を
認
め
る
。
戦
争
未
亡
人
で
授
業
料
を
納
付
で
き
な
い

も
の
は
そ
れ
を
免
除
。
家
庭
の
事
情
で
子
連
れ
で
学
ぶ
生
徒
に
は
学
校

の
事
務
員
や
手
隙
の
人
で
子
供
の
世
話
を
す
る
。
す
べ
て
物
不
足
の
現

実
に
対
応
し
た
学
校
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ミ
ツ
エ
は
離
婚
生
活
の
経
験
者
で
あ
っ
た
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こ
と
も
あ
り
、
戦
争
未
亡
人
に
は
こ
と
さ
ら
に
熱
心
に
技
術
指
導
を
し

た
。
通
常
三
年
課
程
の
と
こ
ろ
を
二
年
で
習
得
さ
せ
、
中
に
は
一
年
で

終
え
、
卒
業
し
て
裁
縫
で
生
計
を
立
て
る
生
徒
も
あ
っ
た
。

二
　
新
制
女
子
高
等
学
校
の
創
設

新
教
育
制
度
の
ス
タ
ー
ト
と
新
制
女
子
高
等
学
校
の
創
設
へ

　
学
園
は
、
「
単
に
裁
縫
技
術
を
習
得
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
高
等
女

学
校
と
同
じ
よ
う
に
て
殷
教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
事
に
も
力
点
を

置
く
べ
き
た
、
と
い
う
の
が
ミ
ツ
エ
の
考
え
で
あ
っ
た
。

　
早
速
茶
道
・
生
花
な
ど
の
技
芸
習
得
を
生
徒
に
課
す
こ
と
と
し
た
。

こ
の
こ
と
が
卒
業
生
の
技
術
の
信
頼
度
と
あ
い
ま
っ
て
学
校
の
評
判
を

高
め
、
生
徒
数
も
三
〇
〇
名
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
校
舎
の
手
狭
に
な
っ
た
の
を
継
ぎ
足
し
て
は
対
応
し
つ
っ
あ
っ
た
折

も
折
り
、
昭
和
二
十
三
年
、
六
・
三
・
三
制
の
新
学
制
が
施
行
さ
れ
た
。

　
高
等
技
芸
学
校
で
は
、
高
校
卒
業
資
格
は
取
得
で
き
な
い
。
県
内
各

地
か
ら
の
志
望
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。
世
論
の
勤
向
か
ら
考
え

て
も
高
校
新
設
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
た
。

参
議
西
郷
吉
之
助
氏
所
有
の
塩
田
購
入

　
新
制
高
校
の
創
設
に
は
文
部
省
の
指
示
で
、
生
徒
一
人
当
た
り
Ｉ
．

四
坪
の
土
地
が
必
要
で
あ
っ
た
。

新
制
高
校
用
地
の
確
保
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
た
。

　
時
に
現
溝
部
学
園
の
土
地
に

は
、
か
っ
て
参
議
院
議
員
の
西

郷
吉
之
肋
氏
経
営
の
「
南
山
製

塩
」
と
い
う
会
社
か
お
り
、
良

質
の
塩
を
製
造
し
て
い
た
。
し

か
し
、
海
外
か
ら
の
安
価
な
製

塩
の
輸
入
に
対
抗
で
き
ず
倒
産

し
、
韮
ハ
の
跡
が
空
き
地
に
な
り
、

南山製塩跡地（現校舎所在地）

し
ゃ
れ
た
南
洋
風
の
小
屋
が
建
っ
て
い
た
。

　
ミ
ツ
エ
は
こ
れ
を
手
ご
ろ
の
値
段
で
購
入
し
、
さ
ら
に
隣
接
の
蓮
田

も
買
い
取
っ
て
校
地
に
あ
て
た
。
用
地
買
収
・
校
舎
建
築
費
用
計
六
五

〇
万
円
は
、
三
〇
〇
万
円
を
銀
行
か
ら
、
三
五
〇
万
円
は
、
現
有
の
土

地
・
校
舎
と
そ
の
他
資
産
を
処
分
し
て
当
て
た
。
資
産
の
中
に
は
、
先

祖
代
々
の
家
宝
で
あ
っ
た
朝
鮮
李
朝
の
壷
や
、
有
田
そ
の
他
の
焼
き
物

な
ど
、
高
価
な
骨
董
の
品
々
が
あ
っ
た
が
た
だ
同
然
で
手
放
し
た
。

整
地
救
い
の
神
・
浜
田
区
青
年
団

　
買
い
取
っ
た
校
舎
建
設
地
は
、
地
名
を
「
地
獄
田
」
と
呼
び
、
地
面
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を
掘
る
と
す
ぐ
に
九
十
七
じ
の
高
温
の
温
泉
が
湧
き
で
た
。
西
郷
氏
は
、

こ
の
温
泉
を
鉄
管
に
通
し
て
、
海
水
を
早
く
蒸
発
さ
せ
る
の
に
利
用
し

て
い
た
と
い
う
「
地
獄
田
」
の
名
そ
の
も
の
の
土
地
で
あ
っ
た
。

　
当
時
は
、
整
地
作
業
に
使
う
ブ
ル
ト
ー
ザ
な
ど
の
重
機
は
少
な
く
、

ま
た
上
木
・
建
設
業
者
も
少
数
で
、
整
地
を
請
け
負
う
業
者
も
い
な
か
っ

た
。
ミ
ツ
エ
は
、
在
校
生
や
父
兄
に
お
願
い
し
て
整
地
に
か
か
っ
た
が
、

「
地
獄
田
」
の
悪
条
件
も
あ
っ
て
、
整
地
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ

た
。

　
時
に
、
地
元
の
浜
田
青
年
団
か
ら
、
「
地
元
に
高
校
が
出
来
る
な
ら

喜
ん
で
何
か
手
伝
い
た
い
」
と
の
中
出
か
お
り
、
ミ
ツ
エ
を
狂
喜
さ
せ

た
。

　
ミ
ツ
エ
は
高
等
技
芸
学
校
の
校
長
・
教
諭
を
兼
務
し
て
い
た
ほ
か
に
、

地
域
社
会
で
も
、
亀
川
の
連
合
婦
人
会
長
や
母
子
福
祉
会
長
を
務
め
て

い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ツ
エ
の
献
身
的
な
生
き
様
が
地
域
の
人
々

に
評
価
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
浜
田
青
年
団
の
助
勢
に
よ
り
整
地

作
業
は
一
気
に
進
ん
だ
。
こ
の
助
勢
は
学
園
に
と
っ
て
ま
さ
に
神
の
恵

み
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

別
府
女
子
高
等
学
校
創
立
と
栄
養
学
の
導
入

　
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
苦
労
が
報
わ
れ
て
別
府
女
工
員
等
学
校
が
誕

生
し
た
。
内
題
の
自
宅
に
高
等
技
芸
学
校
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
Ｉ
〇
年

の
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。

　
ミ
ツ
エ
は
、
創
設
し
た
高
等
学
校
の
家
庭
科
の
中
に
裁
縫
技
芸
と
並

ん
で
栄
養
学
を
取
り
入
れ
、
女
子
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
ろ
う
と
し

た
。
こ
の
た
め
に
娘
範
子
に
管
理
栄
養
士
の
資
格
取
得
を
勧
め
、
範
子

は
主
婦
業
の
傍
ら
大
学
に
通
い
こ
れ
を
実
現
し
た
。

一
子
溝
部
範
子
（
現
理
事
長
）
の
参
画

　
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
娘
範
子
が
学
園
建
設
に
つ
い
て
次
第
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
範
子
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
略
述
し

て
お
こ
う
。

　
範
子
の
母
ミ
ツ
エ
は
、
昭
和
初
年
の
頃
、
豊
後
高
田
出
身
の
武
雄
と

結
婚
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
恐
慌
で
父
が
倒
産
し
た
際
、
入
り
婿
が
負

債
を
背
負
う
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
父
の
意
を
汲
ん
で
、
ミ
ツ
エ

は
範
子
懐
妊
を
秋
せ
て
夫
と
離
婚
し
た
。

　
当
時
の
住
所
は
亀
川
中
央
町
、
亀
川
郵
便
局
の
隣
の
亀
川
館
と
い
う

劇
場
の
側
で
、
祖
母
が
お
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
た
。
範
子
の
名
付
け
親

は
、
住
居
の
離
れ
に
住
ん
で
い
た
後
藤
子
白
で
、
日
出
藩
家
老
で
学
者

の
帆
足
万
里
の
弟
子
と
云
わ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
範
子
は
西
光
寺
に
あ
る
幼
稚
園
に
通
い
な
が
ら
、
こ
ゐ
子
白
か
ら
四

書
五
経
や
習
字
を
習
い
な
が
ら
幼
児
を
過
ご
し
た
。
母
が
和
洋
女
子
専

門
学
校
に
入
学
し
た
の
は
こ
の
頃
で
、
範
子
小
学
二
年
の
時
に
卒
業
し
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た
。
卒
業
後
は
高
田
、
大
分
第
一
高
女
の
教
員
を
務
め
た
の
で
、
母
子

水
入
ら
ず
の
生
活
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。

　
亀
川
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
範
子
は
、
昭
和
十
四
年
大
分
第
一
高

等
女
学
校
に
進
学
し
た
。
ご
の
時
だ
け
は
母
と
並
ん
で
の
登
校
で
あ
っ

た
。

　
女
学
校
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
母
と
衝
突
し
た
範
子
は
進
学
を
止

め
大
分
合
同
銀
行
に
就
職
し
た
。
太
平
洋
戦
争
だ
け
な
わ
の
時
期
で
あ
っ

た
。

　
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
八
月
ニ
ー
ー
日
、
範
子
は
亀
川
海
軍
病
院

（
現
国
立
亀
川
病
院
）
の
歯
科
医
師
相
良
好
仁
と
結
婚
し
た
。
フ
凡
才

で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
先
々
、
溝
部
学
園
充
実
発
展
の
糧
と
な
る
良
縁

で
あ
っ
た
。

三
　
ミ
ツ
エ
終
生
の
事
業
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
短
期
大
学
の
創
設

　
範
子
は
技
芸
学
校
の
事
務
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
資
格
取

得
に
よ
り
、
高
等
学
校
の
授
業
を
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
溝
部

範
子
（
現
理
事
長
）
の
将
来
に
お
け
る
学
園
経
営
参
画
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。

　
女
子
高
等
学
校
の
運
営
も
多
忙
の
中
順
調
に
推
移
し
た
が
、
ミ
ツ
エ

は
、
「
自
主
自
活
す
る
反
性
の
育
成
」
を
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
進
ん
で
女
子
昌
枝
に
あ
る
専
攻
科
を
短
期
大
学
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
。
父
兄
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
た
。

　
多
額
の
資
金
、
教
職
員
の
確
保
、
文
部
省
へ
の
申
請
書
の
作
成
と
、

ミ
ツ
エ
母
子
に
夫
相
良
も
加
わ
り
文
字
通
り
寝
食
を
忘
れ
て
奔
走
、
昭

和
三
十
八
年
九
月
に
申
請
書
提
出
に
こ
ぎ
っ
け
た
。

　
ミ
ツ
エ
が
倒
れ
た
。
申
請
書
提
出
を
終
え
た
出
張
の
帰
途
で
あ
っ
た
。

急
速
東
大
病
院
で
検
査

し
た
が
、
病
名
は
悪
性

腫
瘍
で
余
命
六
ケ
月
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
病
　
　
。

状
の
小
康
を
待
っ
て
九

州
大
学
別
府
温
研
病
院

に
転
院
し
、
懸
命
の
治

療
の
結
果
病
状
も
快
復
　
　
］

し
た
。

　
昭
和
三
万
九
年
四
月

二
十
日
、
待
ち
に
待
っ

た
別
府
女
子
短
期
大
学
　
へ
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の
填
二
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
ミ
ツ
エ
は
学
長
と
し
て
臨
席
し
、

晴
れ
の
舞
台
で
祝
福
の
式
辞
を
述
べ
た
。
二
十
年
に
哺
哺
と
す
る
苦
節

の
年
月
を
思
い
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
年
六
月
、
ミ
ツ
エ
は
、
全
国
手
芸
展
審
査
委
員
と
し
て
上
京
、

仕
事
を
終
え
帰
宅
扱
急
に
病
気
が
再
発
し
、
八
月
三
十
日
逝
去
し
た
。

六
四
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

　
若
く
し
て
離
婚
し
、
一
子
範
子
を
抱
え
て
の
弛
む
こ
と
な
き
向
学
心
、

学
園
の
創
設
整
備
へ
の
情
熱
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
「
自
主
自
活
す
る

女
性
の
育
成
」
と
い
う
自
ら
の
体
験
に
根
ざ
し
た
人
生
目
標
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
後
顧
の
憂
い
な
き
大
往
生
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
　
現
在
の
満
都
学
園

後
継
者
相
良
範
子
夫
妻

　
母
ミ
ツ
エ
の
死
は
範
子
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
範
子
は

そ
の
時
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

　
　
「
母
子
家
庭
に
育
ち
、
母
の
背
を
見
て
育
っ
た
私
が
、
覚
悟
し
て
い

た
と
は
い
え
、
母
を
失
っ
た
時
の
悲
し
み
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
後
の
学
園
経
営
と
い
う
重
み
を
背
負
う
重
圧
も
、

私
の
心
に
深
く
突
き
剌
さ
っ
て
き
た
。
何
も
手
に
着
か
な
い
状
態
が
続

い
た
」
。
時
に
範
子
は
三
八
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　
範
子
は
理
事
長
の
重
職
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
夫
好
仁
は

短
大
の
学
長
と
高
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。
こ
こ
で
相
良
好
仁
の
結
婚

後
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　
昭
和
二
十
八
年
ま
で
亀
川
国
立
病
院
に
勤
め
て
い
た
好
仁
は
、
ミ
ツ

エ
母
子
の
学
園
経
営
に
邁
進
す
る
姿
を
見
て
、
何
か
自
分
な
り
に
協
力

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
論
は
九
州
大
学

て
衛
生
学
を
学
ぶ
専
攻
生
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
家
で
あ
る
若
松

か
ら
通
学
し
て
こ
れ
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
理
科
の
教
員
免
許
も
取

得
し
て
、
以
後
の
学
園
経
営
に
必
要
不
可
欠
の
存
在
に
な
っ
た
。

新
た
な
学
園
造
り

　
継
承
者
相
良
夫
妻
の
手
に
よ
り
、
満
都
学
園
は
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
。
　
　
　
‘

　
昭
和
二
十
一
年
の
別
府
高
等
技
芸
学
校
創
設
に
始
ま
っ
た
学
園
も
、

新
た
に
歯
科
技
術
専
門
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
が
創
設
さ
れ
、
そ
の

基
盤
も
磐
石
の
も
の
と
な
っ
た
。
創
設
者
溝
都
ミ
ツ
エ
の
「
人
間
と
し

て
、
女
性
と
し
て
、
自
ら
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
女
性
の
育
成
」
と
い

う
建
学
精
神
を
一
貫
し
て
貫
き
通
し
た
建
学
０
．
営
み
が
。
、
こ
の
偉
業
を

支
え
た
の
で
あ
る
。
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